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研究成果の概要（和文）：本研究では、質問紙法を用いたWeb調査における回答の信頼性や不良回答の問題につ
いて、文献探索、調査、実験を駆使した統合的研究を行った。文献探索では評定尺度が用いられてきた歴史的経
緯や、質問紙・Webによる調査法の問題を明らかにした。実験では、調査に回答する際の回答者の視線やマウス
カーソルの軌跡を記録し、反応時間データと合わせて回答行動の特性を明らかにした。複数回実施したWeb調査
では、標本抽出方法、設問の順序、選択肢の数や配置、回答ボタンの形状、回答者の認知能力がどのように回答
に影響を与えるかを明らかにした。また不良回答の検出方法を考案し、一定の効果を見ることができた。

研究成果の概要（英文）：We conducted integrated research on respondents' behaviors in surveys. It 
includes literature review, experimental Web surveys, and laboratory experiments on the response 
quality or the problematic responses to questionnaires. Through the literature review, we elucidated
 the history of rating scales as well as the problems that we face in designing self-administered 
questionnaires for paper and Web surveys. In the laboratory experiments, we analyzed the answering 
behaviors of the respondents with the help of the paradata on their eye-movement, trajectories of 
the mouse cursor, and their response time. In the experimental Web surveys, we examined the effects 
of the following factors: sampling methods, question ordering, the number of alternatives, the 
layouts of the alternatives and buttons on the screen, and the respondents' cognitive capacity of 
numeric operation. We also proposed and tested several procedures for detecting problematic 
responses and found that they worked effectively.

研究分野： 行動分析学・実験心理学（学習）・行動的意思決定

キーワード： 社会系心理学　実験系心理学　態度・信念　質問紙調査法

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
質問紙調査やWeb調査は、心理・社会調査及び実務において幅広く用いられているが、回答の信頼性や不良回答
の問題がこれまで指摘されてきた。近年のWeb調査の普及により、以前よりも短期間で多量の回答データを収集
することができるようになった一方で、これらの問題は一層顕在化してきた。本研究では社会心理・実験心理・
社会学の研究者による学際的組織で、歴史的背景や公理といった基礎から、実際の調査法といった応用までを多
角的に検討して従来の手法を再点検し、Web 調査等に有用な知見を得ることを目指した。本研究の成果は、広範
な学問および実務の領域に適用でき、調査回答データの質を高める上で意義のあるものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
Web 調査には、回答者の代表性が欠けていたり、不良回答が多発したりするといった問題が

あることが指摘されている。しかしながら近年、訪問や郵送などの従来の社会調査の実施が困
難になってきたことから、Web 調査を適切に実施するための知見が必要とされている。一方、
多肢選択肢を用いた質問や調査は、過去、紙ベースで多数実施され、方法論として確立してい
るものとされてきた。だが近年の Web や PC での調査において、質問項目の配置の組織的変
更や反応時間・カーソルの動き等の新たな行動データの取得が容易になり、かつ多量なデータ
が得られることで、今まで想定されていなかった特異的回答行動―同一選択の繰り返し、選択
肢数や質問形式による影響等―が検出できるようになった。したがって調査結果の再現性の問
題にも鑑み、Web 調査の問題点を検証すると同時に、それを利用することで回答行動について
検討し、調査研究を行う諸領域の結果の精度を高めることが特に望まれている。 
 
２．研究の目的 
質問紙調査が心理・社会調査及び実務において不可欠である現在、これらに注目することは心

理学・社会学にとって重要な課題である。本研究では社会心理・実験心理・社会学の研究者に
よる学際的組織で、歴史的背景や公理といった基礎から、実際の調査法といった応用までを多
角的に検討して従来の手法を再点検し、Web 調査等にも有用な知見を得ることを目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は、「基底」「注視」「軌跡」「形式」「認知能力」「Web」の計 6 つの研究課題で構成さ

れた。最初の 3 つは主に実験室実験を中心に、後の 3 つは主に Web を用いた調査研究を中心
に展開した。 
（1）まず、歴史的思想的及び論理的基底について検討する「基底」では、評定に関する歴史

的文献を収集するとともに、計算機シミュレーション、心理実験プログラムを開発して、大学
生を対象とした実験（情報モニタリング法・一対比較法による意思決定課題、コンジョイント
分析による判断・意思決定における逸脱要因の確定）を実施した。 
（2）次に回答行動の過程を把握する「注視」では、眼球運動追跡装置を購入し、Web 調査へ

の回答を想定した実験室実験を行うための実験環境の構築、実験プログラムの作成を行った後、
大学生の被験者を対象に主に「形式」と関連した実験を実施した。 
（3）マウスを用いたカーソルの軌跡の分析を行う「軌跡」では、心理学のみならず人間工学

や運動生理学の観点からカーソル軌跡の研究の立ち位置を概観し、SNARC 効果や反応時間と軌
跡との関係について実験的研究を行った。 
（4）調査の回答形式を扱う「形式」では、Web 調査における設問順序、選択肢のレイアウト、

回答ボタンの形状、分岐質問の有無等の様々な要素を操作した複数の Web 調査を実施し、それ
らが回答行動に与える影響について分析を行った。また、調査冒頭や末尾で「各設問に真面目
に回答を行うか（行ったか）」を自己報告させる方法や、回答中断や回答時間等のデータに基づ
いた不正回答の検出方法についても合わせて検討を行った。 
（5）回答者の認知処理能力と回答行動の関係を扱う「認知能力」では、個人属性要因に関す

る従来の文献をさらに収集・検討した上で、ニューメラシー尺度と回答行動の関係について Web
調査をもとに検討を行った。 
（6）回答者の代表性や非回答バイアスの問題を扱う「Web」では、訪問や郵送などの旧来的

な質問紙調査法から Web 調査への移行に伴う非標本誤差の変化に関する研究を進めた。そのた
め、調査会社によるモニター登録型の Web 調査と合わせて、住民基本台帳に基づいた調査を実
施し、両者の比較から、カバレッジ(網羅誤差)や非回答誤差の影響について検討した。 
 
４．研究成果 
（1）基底 
19 世紀末から 20 世紀初頭における評定尺度の使われ方について調べた結果、ごく初期から高
い頻度で使用されていたことが明らかになった。具体的にはゴールトンに始まり、その後、教
育・知能関係の研究で非常に盛んに使用されていた。また、スコット，W.D.による人事評価で
の使われ方も重要であることが判明した。さらに、リカート型評定尺度の源泉についても明ら
かにした。実験的予備調査の歴史や尺度構成の歴史に関する研究では、キャントリル, H.やラ
ザーズフェルド, P. F.による先駆的業績の現代的意義を明らかにした。また、社会学に質問紙
(questionnaire)調査が導入された歴史的経緯を確認した。さらに、評定尺度から計算される相
関係数のバイアスを消す方法を考案した。 
（2）注視 
Web 調査への回答を想定した実験を実施し、回答中の眼球運動を分析した。実験は 3 ブロック
に分けられ、回答者自身の幸福度や自己評価に関する設問、7 つの国旗から指定された国旗を
選択する設問、性格検査に関わる設問が提示された。実験の結果、いずれの設問でも被験者の
視線は設問文のエリアに集中し、その後に回答ボタンや言語ラベルに移るパターンが見られた。 
（3）軌跡 
カーソル軌跡の研究の立ち位置を、心理学のみならず人間工学や運動生理学の観点から概観し
た。また，SNARC 効果や反応時間と軌跡との関係について実験的研究を行ったところ、SNARC



効果は小さく、反応時間を軌跡の形状から予想できることが判明した。 
（4）形式 
選択肢レイアウト効果、質問順序効果、選択肢数の影響などに関する実験的 Web 調査を複数回
実施した。選択肢の配置方向とラベルの組み合わせで、回答者が特に誤りやすい条件が発見で
きた。次に同じ 2 選択肢の質問形式でも複数回答形式と個別強制選択形式では最小限化 
(satisficing) の現れ方が異なるという仮説を支持する結果が得られた。 
また、Web 調査における不正回答検出の試みとして、特定の回答を指示する instructional 
manipulation check や回答に真面目に回答するか（したか）どうかを回答者本人に自己報告さ
せる手続きを導入した。その結果、これらの手法が不正回答者の検出に一定の有効性があるこ
とを示した。 
さらに 5 択の回答において、通常のリカート型とは異なる回答形式として 1から 5までの数字
がランダムに円周上に配置されるダイヤル型、正 5角形を構成する 3角形 5つに配置されるル
ーレット型の 2形式を取り入れ、リカート型の回答と比較した結果、リカート型で見られてき
た回答傾向とは異なる結果が得られた。 
（5）認知能力 
ニューメラシーの低い回答者の極端選択の忌避が、認知処理の深さによるものであるかを検討
するため、Web 調査で様々な尺度水準の質問を同一回答者に行い、中間選択傾向や極端選択の
忌避傾向を比較した。その結果、尺度水準による極端選択の忌避傾向に違いがあり、リカート
型の設問ではニューメラシーの違いが回答傾向に反映されやすいことが明らかになった。低ニ
ューメラシー回答者の中間選択傾向を 5択で検討したが、意味性と位置の影響の２つが考えら
れた。そこで、リカート尺度は選択肢の位置を変化させた調査を行い、比較を行った。その結
果、客観ニューメラシーが低い回答者は中間選択傾向が有意に高かったが、位置が異なると大
幅に中間選択率は下がったものの、一部は依然「どちらでもない」を選んでおり、中間選択は
位置の手がかりが主で一部意味性による選択もあることが明らかになった。複数の Web 調査を
通して客観・主観いずれも低ニューメラシーでの中間選択傾向を確認できた。ただし設問の種
類の影響もあるものの、むしろ位置の手がかりが大きく意味性は一部であり、設問の種類での
認知過程の影響は必ずしも明らかにはならなかった。 
（6）Web 
訪問や郵送などの旧来的な質問紙調査法から、Web 調査への移行に伴う非標本誤差の変化に関
する研究を進めてきた。移行に伴う回答率の低下よりも標本抽出方法の違いが結果に及ぼす影
響が大きいことが明らかになった。また標本抽出フレームの異なる二つの調査(住民基本台帳と
調査業者の登録モニター)を実施した結果、カバレッジ(網羅誤差)だけでなく、非回答誤差も大
きな問題になることを明らかにした。回答インターフェイスの影響についてはまだ十分な分析
が済んでおらず、今後の課題となる。 
 
なお以上の研究成果に関しては、2019年1月に最終報告会を公開シンポジウムとして開催し、 

9 名の登壇者が発表を行い、124 名の聴衆と討議を行った。 
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